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注意のパフォーマンスは中程度の覚醒で最大化し、YerkesDodson の逆 U 字型曲線に従う。選択的注

意では覚醒変動に よってもこの関係性が維持されたが、覚醒変動に鋭敏な持続 的注意における関係

性は不明確であった。本研究では持続的 注意課題を用い、覚醒変動によっても逆 U 字型曲線がみら 

れるか検討した。実験の結果、覚醒が中程度の状態では逆 U 字型が確認された一方、覚醒が低下し

た状態では法則が消失 し、低覚醒ほど成績が良い負の線形傾向が示された。本研究 は、覚醒水準の

低下や調節不全が、注意と覚醒の最適な逆 U 字型関係を崩壊させることを示唆する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無断転載禁止 

ウ ジフン、大隈 玲志、加藤 一聖、大須 理英子


